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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　子供にとって安全なスライダジッパークロージャシステムであって、
　（ａ）　選択的に開閉可能なジッパークロージャと；
　（ｂ）　前記ジッパークロージャを開閉するために前記ジッパークロージャに動作可能
に取り付けられたスライダと；
　（ｃ）　前記ジッパークロージャが閉じられた場合に前記スライダをカバーし、前記ジ
ッパークロージャの開放開始ポイントにおいて前記ジッパークロージャをカバーする取り
外し不可能なフードであって、前記スライダが物理的に露出しないように上端部と側部と
が固定状態で連結され、前記開放開始ポイントから前記ジッパークロージャに沿って部分
的に延在する、取り外し不可能なフードと；
を備えており、
　前記スライダは、前記ジッパークロージャに沿ってスライドするよう前記取り外し不可
能なフードの下から移動でき、
　前記取り外し不可能なフードは不透明であることを特徴とするスライダジッパークロー
ジャシステム。
【請求項２】
　取り外し可能なフードをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載のスライダジッ
パークロージャシステム。
【請求項３】
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　請求項１または請求項２に記載の、子供にとって安全なスライダジッパークロージャシ
ステムを備えることを特徴とするフレキシブルパッケージ。
【請求項４】
　開放および再閉鎖が可能な開口を有するジッパー付きプラスチックバッグであって、前
記ジッパー付きプラスチックバッグは、
　（ａ）　前記開口を形成する上部と底部と第１および第２の対向する側部とを各々が有
する第１および第２のパネルと；
　（ｂ）　前記開口を閉鎖するよう相互連結するためかつ前記開口を開放するよう連結解
除するための、前記第１および第２のパネルの前記上部の付近にあるジッパークロージャ
と；
　（ｃ）　前記ジッパークロージャの第１の部分をカバーし、前記ジッパークロージャの
開放開始ポイントにおいて前記ジッパークロージャをカバーする取り外し不可能なフード
セクションであって、スライダが物理的に露出しないように上端部と側部とが固定状態で
連結され、前記開放開始ポイントから前記ジッパークロージャに沿って部分的に延在する
、取り外し不可能なフードセクションを少なくとも含むフード構造と；
を備えており、
　前記スライダは、前記ジッパークロージャに沿ってスライドするよう前記取り外し不可
能なフードの下から移動でき、
　前記取り外し不可能なフードセクションは不透明であることを特徴とするジッパー付き
プラスチックバッグ。
【請求項５】
　（ａ）　前記フード構造は、開ポジションと閉ポジションとを含み；
　　（ｉ）　前記閉ポジションでは、前記フード構造は、前記ジッパークロージャの広が
り全体をカバーし；かつ
　　（ｉｉ）　前記開ポジションでは、前記フード構造は、前記ジッパークロージャの前
記第１の部分だけをカバーする前記取り外し不可能なフードのみを含む；ことを特徴とす
る請求項４に記載のジッパー付きプラスチックバッグ。
【請求項６】
　（ａ）　前記フード構造は、前記第１および第２のパネルに固定されており；かつ、
　（ｂ）　前記閉ポジションでは、前記フード構造は、取り外し可能なフードセクション
と前記取り外し不可能なフードセクションとを含み；
　前記取り外し可能なフードセクションは、取り外された際に前記ジッパークロージャが
露出されるよう前記第１および第２のパネルから取り外し可能であることを特徴とする請
求項５に記載のジッパー付きプラスチックバッグ。
【請求項７】
　（ａ）　前記ジッパークロージャに配向された前記スライダをさらに備えており；前記
スライダは、雄型トラックおよび雌型トラックに沿って移動することにより前記開口の開
閉時に前記ジッパークロージャと協働することを特徴とする請求項４から請求項６のいず
れか一項に記載のジッパー付きプラスチックバッグ。
【請求項８】
　（ａ）　前記取り外し不可能なフードセクションは、前記スライダを収容するサイズに
なされていることを特徴とする請求項７に記載のジッパー付きプラスチックバッグ。
【請求項９】
　開放および再閉鎖が可能な開口を有するジッパー付きプラスチックバッグを操作する方
法であって、
　前記方法は：
　（ａ）　前記開口を形成する上部と、底部と、第１および第２の対向する側部と、を各
々が有する第１および第２のパネルと；前記開口を閉鎖するよう相互連結するためかつ前
記開口を開放するよう連結解除するための、前記第１および第２のパネルの前記上部の付
近にあるジッパークロージャと；前記ジッパークロージャの第１の部分をカバーし、前記
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ジッパークロージャの開放開始ポイントにおいて前記ジッパークロージャをカバーする取
り外し不可能なフードセクションであって、スライダが物理的に露出しないように上端部
と側部とが固定状態で連結され、前記開放開始ポイントから前記ジッパークロージャに沿
って部分的に延在し、前記スライダが前記ジッパークロージャに沿ってスライドするよう
前記取り外し不可能なフードの下から移動できる、不透明な取り外し不可能なフードセク
ションを少なくとも含むフード構造と；を有するジッパー付きプラスチックバッグを提供
するステップと；
　（ｂ）　前記取り外し不可能なフードセクション内の前記ジッパークロージャを利用す
ることによって前記開口を開放し、雄型形状部および雌型形状部の連結解除を行うステッ
プと；
を含むことを特徴とする方法。
【請求項１０】
　（ａ）　前記フード構造は、取り外し可能なフードセクションと前記取り外し不可能な
フードセクションとを含み；
　（ｂ）　前記方法は、前記開口を開放するステップの前に、前記ジッパークロージャの
一部を露出させるために前記取り外し可能なフードセクションを取り外すステップをさら
に含むことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　（ａ）　前記取り外し可能なフードセクションを取り外すステップは、分割ラインに沿
って前記第１および第２のパネルから前記取り外し可能なフードセクションを引き離すス
テップを含むことを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　（ａ）　前記スライダが前記ジッパークロージャに配置されており；かつ、
　（ｂ）　前記方法は、前記取り外し不可能なフードセクション内に前記スライダを配置
することによって、かつ前記雄型形状部および前記雌型形状部の連結解除によって前記開
口を開放するために雄型トラックおよび雌型トラックに沿って前記スライダを移動させる
ことによって、前記開口を開放するステップを含むことを特徴とする請求項９から請求項
１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　（ａ）　前記スライダを移動させるステップは、指で前記スライダを引掛けるステップ
を含むことを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　（ａ）　前記スライダを移動させるステップは、前記取り外し不可能なフードセクショ
ンを一時的に引き剥がすステップを含むことを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、ＰＣＴ国際特許出願として２０１４年３月１０日付で出願されたものであり
、２０１３年３月１５日付の米国仮出願番号６１／７９２，０５８に基づく優先権を主張
しており、参照によりその開示が全体的に本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本開示は、再閉鎖可能なジッパー付きポーチに関するものである。より詳細には、本開
示は子供にとって安全な再閉鎖可能なジッパー付きポーチに関するものである。
【背景技術】
【０００３】
　ジッパークロージャを有する再閉鎖可能なポーチは、子供も大人も容易に開けることが
できる。ポーチが潜在的に危険な内容物を有するよう意図された場合、子供にとっては開
けることがより困難であるが大人や高齢者は容易に開けられるクロージャおよび方法を提
供することが必要とされる。
【発明の概要】



(4) JP 6479752 B2 2019.3.6

10

20

30

40

50

【課題を解決するための手段】
【０００４】
　一態様では、子供にとって安全で子供が扱えないスライダジッパークロージャシステム
が、スライダをカバーするために取り外し不可能なフードを有するように提供される。
【０００５】
　このスライダジッパークロージャシステムは、閉ポジションではスライダをカバーする
よう配置された取り外し不可能なフードを含むことができる。
【０００６】
　スライダは、ジッパーに沿ってスライドするよう取り外し不可能なフードの下から移動
できる。
【０００７】
　小さな子供は、取り外し不可能なフードの下からスライダを移動させるための方法を直
感的に理解できない。
【０００８】
　そうした取り外し不可能なフードの下からスライダを移動させるための方法は、小さな
子供には一般的にはない物理的な器用さを必要とし得る。
【０００９】
　取り外し不可能なフードは、取り外し可能なフード部分を伴ってもよい。
【００１０】
　取り外し不可能なフードは不透明なものとすることができる。
【００１１】
　別の態様では、子供にとって安全なスライダジッパークロージャシステムを有するフレ
キシブルなパッケージが、スライダをカバーする取り外し不可能なフードを有するように
提供される。
【００１２】
　フレキシブルなパッケージは、閉ポジションではスライダをカバーするよう配置される
取り外し不可能なフードを含んでもよい。
【００１３】
　フレキシブルなパッケージは、ジッパーに沿ってスライドするように取り外し不可能な
フードの下から移動させられるスライダを含んでもよい。
【００１４】
　フレキシブルなパッケージは、取り外し不可能なフードの下からスライダを移動させる
方法を含んでもよく、それは子供は直感的に理解できない。
【００１５】
　フレキシブルなパッケージは取り外し不可能なフードの下からスライダを移動させる方
法を含んでもよく、これは小さな子供には一般的にはない物理的な器用さを必要とする。
【００１６】
　フレキシブルなパッケージは、取り外し可能なフード部分を伴う取り外し不可能なフー
ドを含んでもよい。
【００１７】
　フレキシブルなパッケージは、不透明な取り外し不可能なフードを含んでもよい。
【００１８】
　一態様では、開放および再閉鎖可能な開口を有するジッパー付きプラスチックバッグが
提供される。バッグは第１および第２のパネルを含み、これらパネルの各々が、開口を形
成する上部と、底部と、第１および第２の対向する側部と、を有する。第１および第２の
パネルは、パネルの各々の底部とパネルの各々の第１の対向する側部とパネルの各々の第
２の対向する側部とに沿って互いに連結される。ジッパークロージャが提供される。ジッ
パークロージャは雄型および雌型トラックを含む。雄型トラックは、第１のパネルの上部
付近において雄型形状部を含む。雌型トラックは、第２のパネルの上部付近において雌型
形状部を含む。雄型および雌型形状部は、開口を閉じるよう相互連結するためかつ開口を
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開けるよう連結解除するための相補的な断面を有する。フード構造は、ジッパークロージ
ャの第１の部分をカバーする取り外し不可能なフードセクションを少なくとも含む。
【００１９】
　例示的な態様では、フード構造は、開ポジションと閉ポジションとを含む。閉ポジショ
ンでは、フード構造はジッパークロージャの広がり全体をカバーする。開ポジションでは
、フード構造は、取り外し不可能なフードセクションのみを含み、かつジッパークロージ
ャの第１の部分だけをカバーする。
【００２０】
　例示的な態様では、フード構造は、第１および第２のパネルに固定される。閉ポジショ
ンでは、フード構造は、取り外し可能なフードセクションと取り外し不可能なフードセク
ションとを含む。取り外し可能なフードセクションは、取り外された際にジッパークロー
ジャを露出するよう、第１および第２のパネルから取り外される。
【００２１】
　例示的な構造では、第１および第２のパネルは、取り外し可能なフードセクションの取
り外しを可能にするために切り込みが入れられている。
【００２２】
　例示的な態様では、取り外し不可能なフードセクションは不透明である。
【００２３】
　例示的な態様では、スライダが、形状部材を開閉するために雄型および雌型トラックに
沿って移動するよう設けられる。取り外し不可能なフードセクションは、スライダを収容
するようなサイズに形成される。
【００２４】
　別の態様では、開放および再閉鎖可能な開口を有するジッパー付きプラスチックバッグ
を扱う方法が提供される。この方法は、開口を形成する上部と底部と第１および第２の対
向する側部とを各々が有する第１および第２のパネルを有するジッパー付きプラスチック
バッグを提供するステップを含む。第１および第２のパネルは、それらパネルの各々の底
部とそれらパネルの各々の第１の対向する側部とそれらパネルの各々の第２の対向する側
部とに沿って互いに連結される。ジッパークロージャは雄型および雌型トラックを含む。
雄型トラックは、第１のパネルの上部付近において雄型形状部を含む。雌型トラックは、
第２のパネルの上部付近において雌型形状部を含む。雄型および雌型形状部は、開口を閉
じるよう相互連結するためかつ開口を開けるよう連結解除するための相補的な断面形状を
有する。フード構造は、ジッパークロージャの第１の部分をカバーする取り外し不可能な
フードセクションを少なくとも含む。この方法は、取り外し不可能なフードセクション内
のジッパークロージャを利用して雄型および雌型形状部を連結解除することによって開口
を開放するステップを含む。
【００２５】
　例示的な態様では、フード構造は、取り外し可能なフードセクションと取り外し不可能
なフードセクションとを含む。この方法は、開口を開けるステップの前に、ジッパークロ
ージャの一部を露出させるために取り外し可能なフードセクションを取り外すステップを
含む。
【００２６】
　例示的な態様では、取り外し可能なフードセクションを取り外すステップは、分割ライ
ンに沿って第１および第２のパネルから取り外し可能なフードセクションを引き離すステ
ップを含む。
【００２７】
　例示的な態様では、スライダがジッパークロージャに設けられており、上記方法は、取
り外し不可能なフードセクション内にスライダを配置し、雄型および雌型形状部を連結解
除することによって開口を開放するために雄型および雌型トラックに沿ってスライダを移
動させることによって、前記開口を開放するステップを含む。
【００２８】
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　例示的な態様では、スライダを移動させるステップは、取り外し不可能なフードセクシ
ョンを介してスライダを摘まむステップ、または指でスライダを引掛けるステップ、もし
くは取り外し不可能なフードセクションを一時的に引き剥がすステップのいずれかを含む
。
【００２９】
　以下では望ましい製品の特徴または方法のさまざまな例をある程度説明するが、一部は
上述の記載から明らかにされるかあるいはこの開示のさまざまな態様の実践により明らか
となるだろう。本開示の態様は個々の特徴および特徴の組み合わせに関連し得る。上述の
概略的な説明および以下の詳細な説明の両方が単なる例示であり、本発明の範囲を制限す
るものではないことを理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本開示の原理に基づいて構成されたバッグの取り外し可能なフードセクションが
バッグの残りの部分から取り外された状態で図示される、ジッパークロージャおよびスラ
イダを有する再閉鎖可能なバッグの一実施形態の概略正面図である。
【図２】取り外し可能なフードセクションが取り外される前の、図１のバッグの概略断面
図である。
【図３】図１のバッグに使用可能な例示的な雄型および雌型トラックならびにスライダの
端面図である。
【図４】取り外し可能なフードセクションが取り外される前のバッグを示す、図１の再閉
鎖可能なバッグの正面図である。
【図５】図１および図４のバッグに使用可能な１つの例示的なスライダの斜視図である。
【図６】図５のスライダの上面図である。
【図７】図５のスライダの側面図である。
【図８】図５のスライダの端面図である。
【図９】図１および図４のバッグに使用可能な例示的な雄型および雌型トラックの端面図
である。
【図１０】図１および図４のバッグに使用可能な別の例示的な雄型および雌型トラックの
端面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　図１および図４を参照すると、形成されたプラスチックファスナあるいはジッパークロ
ージャ１１を有するポーチ、パケージＢあるいは熱可塑性バッグＢが図示されている。ジ
ッパークロージャ１１は、スライダ１０を用いて任意で開放および再閉鎖が可能なもので
あってもよい。
【００３２】
　スライダ１０は、図１ではバッグＢの上縁部または開口４０にジッパークロージャ１１
が取り付けられた状態で図示される。例示的な実施形態では、バッグＢは、一枚のフレキ
シブルなプラスチックシートから形成される。プラスチックシートは折り重ねられており
、第１および第２の対向する本体パネル２５および２６を備える。本体パネル２５および
２６は、一対の側部２８および３０と一対の側部２８および３０の間に延在する底部３２
とに沿って互いに固定状態で連結されている。好ましくはバッグＢは、バッグＢの底部３
２の反対側に形成された開口４０に沿って延在するジッパークロージャ１１を有しており
、ジッパークロージャ１１は雄型トラック１２と雌型トラック１３とを有する。
【００３３】
　図３は、ジッパークロージャ１１に動作可能に取り付けられる１つの使用可能なスライ
ダ１０の端面図である。図５～図８には、バッグＢとともに使用できる別のスライダ１０
を示す。図９および図１０には、バッグＢとともに使用可能なさらに例示的な２つのジッ
パークロージャ１１を示す。同様の部品には同じ参照符号が付与される。
【００３４】



(7) JP 6479752 B2 2019.3.6

10

20

30

40

50

　図３に図示されるようにトラック１２および１３は、相互連結する雄型形状部１４およ
び雌型形状部１５を有しており、雄型形状部１４および雌型形状部１５は、その長さにわ
たって、個々のトラックにおいてリブおよび溝要素の形態で延在する。トラック１２およ
び１３は、フィンとともに別々に押出成形されてバッグの開口４０の側部のそれぞれに取
り付けられてもよく、あるいはバッグの開口４０の側部と一体的に押出成形されてもよい
。トラック１２および１３が別々に押出成形された場合、これらトラックは、トラック内
に組み込まれた第１および第２のフィン１６のそれぞれによって取り付け可能である、つ
まりバッグの開口４０に対してヒートシールされてもよい。
【００３５】
　雄型形状部１４および雌型形状部１５は相補的な断面形状を有しており、ともに要素の
底部を押圧して該要素をその上部へ向けて閉ポジションへ回転させることによって、閉じ
られる。相互連結する雌型および雄型形状部１４および１５の断面形状は米国特許第５，
００７，１４３号明細書に開示されるようなものとすることができる（この参照により本
明細書に組み込まれる）。雄型および雌型形状部はまた、開閉のためにスライダを使用し
ない押し留め式(press to close)ジッパー形状部であってもよい。多くの実施形態が使用
可能である。
【００３６】
　スライダ１０は、バッグＢの上部においてジッパークロージャ１１に跨っており、ジッ
パークロージャ１１の相互連結トラック１２および１３を開閉するよう構成されている。
スライダ１０は、ナイロン（登録商標）、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリスチレン
、デルリンまたはＡＢＳなどの適切なプラスチックから成形されてもよい。スライダ１０
は、米国特許第６，３７６，０３５号明細書（この参照により本明細書に組み込まれる）
に開示されているものであってもよい。他の実施形態も利用可能である。
【００３７】
　例示的な実施形態では、スライダ１０は、横方向支持部材または本体１７を含む反転し
たＵ字形状の部材を備えており、それから分離フィンガ１８が下方に延在する。本体１７
は対向する側壁２０，２１を含んでおり、側壁の各々が、内側に延出するショルダ構造２
２を有する。本体１７は、トラック１２，１３に跨る側壁２０，２１とともにトラック１
２および１３の上縁部に沿って移動するよう構成され、かつフィンガ１８はトラック１２
および１３の間に配置される。ショルダ構造２２は、第１のスライダ１０がトラック１２
および１３の縁部から持ち上がることが防止されるように、ジッパークロージャ１１の底
部と係合しており、同時にスライダ１０はジッパークロージャ１１に跨っている。
【００３８】
　スライダ１０は、開端部５０と閉端部５２とを有する。図１を参照すると、スライダ１
０の開端部５０が、トラック１２および１３と係合するフィンガ１８によって雄型形状部
１４および雌型形状部１５を分離または連結解除する。スライダ１０の閉端部５２は、第
１のスライダ１０がファスナを閉じる方向に移動された場合に、雄型形状部１４および雌
型形状部１５を相互連結関係となるように押圧する。
【００３９】
　例示的な実施形態では、ジッパークロージャ１１の両端部には末端クリップ２３が設け
られている（図１および図４）。各端部クリップ２３は、ジッパークロージャ１１の上部
を覆うストラップ部材を含むことができる。
【００４０】
　上述のようにバッグＢの内容物５４が潜在的に有害であるか危険である場合は、子供が
バッグＢの内容物を取り出すことを防止する助けとなる、子供が使用できないクロージャ
を有することが望まれる。本開示の原理によれば、バッグＢは子供が使用できない特徴を
有する。
【００４１】
　バッグＢはフード構造６０を含む。フード構造６０は、ジッパークロージャ１１の第１
の部分６４を覆う取り外し不可能なフードセクション６２を少なくとも含む。図１から明
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らかなように、スライダ１０を使用するよう選択した場合、取り外し不可能なフードセク
ション６２は、その中にスライダ１０を収納してカバーするようなサイズになされる。こ
の様式では、スライダ１０は取り外し不可能なフードセクション６２内に留まって、視野
から特に子供の視界から隠すことができる。好ましい実施形態では、取り外し不可能なフ
ードセクション６２は不透明であるつまり透明ではない。これは、子供が視覚的に見付け
ないようにスライダ１０を隠すことにさらに役に立つ。
【００４２】
　スライダ１０を使用しないよう選択した場合、ジッパークロージャ１１の第１の部分６
４は、取り外し不可能なフードセクション６２によってカバーされる開放開始ポイントに
ある。
【００４３】
　一般的に、取り外し不可能なフードセクション６２は、スライダ１０または開放開始ポ
イントのいずれかを含むジッパークロージャ１１の第１の部分６４をカバーしており、そ
のためジッパークロージャ１１を開放するためにある程度の器用さが必要となる。
【００４４】
　図示される例示的な実施形態では、フード構造６０は開ポジションと閉ポジションとを
含む。閉ポジションにおいて、フード構造６０は（１つの非限定的な例では）ジッパーク
ロージャ１１の広がり全体をカバーできる。例えば図２および図４の実施形態は、バッグ
Ｂからフード構造６０の一部が取り外される前のフード構造６０を示す。閉ポジションで
は、ジッパークロージャ１１またはスライダのうち物理的に露出されている部分はない；
つまりジッパークロージャ１１およびスライダ１０全体がフード構造６０によってカバー
される。
【００４５】
　別の非限定的な例では、フード構造６０は、ジッパークロージャ１１の広がり全体より
小さくすることができる、つまりジッパークロージャ１１に沿って部分的にしか延在しな
い部分的なフードとすることができる。フード構造６０は、いくつかの非限定的な例では
、さまざまなサイズのものとすることができ、かつ１つ以上の側部を開放できる。いくつ
かの例では、フード構造６０は、タック、接着剤または強力なシールを用いて本体パネル
２５，２６に保持されかつ閉じられてもよい。多くの変形例が利用できる。
【００４６】
　開ポジションでは、フード構造６０は、ジッパークロージャ１１の第１の部分６４しか
カバーしない取り外し不可能なフードセクション６２のみを含む。スライダが使用される
例では、ジッパークロージャ１１の第１の部分６４は、ジッパークロージャ１１のうちス
ライダ１０が留まる部分であり、かつジッパークロージャ１１は、閉じられた相互連結ポ
ジションに配置される。多くの実施形態が利用可能である。図１に図示される例示では、
第１の部分６４は、ジッパークロージャ１１の半分以下の長さにわたって延在しており、
通常はジッパークロージャ１１の長さの３分の１未満である。
【００４７】
　例示的な実施形態では、フード構造６０は、第１および第２のパネル２５，２６に固定
されてもよい。フード構造６０は、いくつかの例では本体パネル２５，２６の少なくとも
１つを備える連続したフィルム片であってもよい。いくつかの例では、フード構造６０は
、本体パネル２５，２６に固定される独立したフィルム片であってもよい。いくつかの例
では、フード構造６０は、雄型形状部１４および雌型形状部１５のフィン１６に固定され
るフィルムであってもよい。多くの実施形態が利用可能である。
【００４８】
　閉ポジションでは、フード構造６０は、取り外し可能なフードセクション６６と、取り
外し不可能なフードセクション６２とを含む。取り外し可能なフードセクション６６はバ
ッグＢの残りの部分から取り外すことができる。フード構造６０が第１および第２のパネ
ル２５，２６に固定されている場合、取り外し可能なフードセクション６６は、取り外さ
れた際にジッパークロージャ１１の部分７０を露出させるように、第１および第２のパネ
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ル２５，２６から取り外される。
【００４９】
　取り外し可能なフードセクション６６の取り外しを容易にできるように、さまざまな技
術を用いることができる。一例では、取り外し可能なフードセクション６６は、分割ライ
ン６８に沿って第１および第２の本体パネル２５，２６から取り外し可能である。図１に
は、すでに破断された分割ライン６８が、取り外し可能なフードセクション６６がバッグ
Ｂの残りの部分から取り外された状態で図示されている。分割ライン６８は、取り外し可
能なフードセクション６６とバッグＢの残りの部分（該残りの部分は例えばパネル２５，
２６；またはフランジ１６であってもよい）との交差部分においてフィルム上のレーザ切
込み線の形態のものとすることができる。さらに取り外し可能なフードセクション６６は
、切断することによって、またはレーザ切込み線で形成され得る押抜きラインを有するか
あるいはミシン目を有することによって、取り外し可能である。分割ライン６８は、直線
あるいは曲線とすることができ、かつジッパークロージャ１１の長さにわたって広がって
おり、あるいは長さの一部のみにわたって広がっていてもよい。多くの実施形態が利用可
能である。
【００５０】
　バッグＢは取り外し不可能なフードセクション６２のみを含んで形成できる；あるいは
バッグＢは取り外し不可能なフードセクション６２および取り外し可能なフードセクショ
ン６６の両方を備えて形成できることを理解されたい。
【００５１】
　図９は、図１および図４のバッグＢに使用できる例示的な雄型トラック１４および雌型
トラック１５の端面図である。図９の実施形態で使用可能な寸法の一例を挙げると：１０
０は０．１０５インチ；１０２は０．３インチ；１０４は１．５インチ；および１０６は
０．１７２インチである。多くの実施形態が利用可能である。
【００５２】
　図１０は、図１および図４のバッグＢに使用可能な別の例示的な雄型および雌型トラッ
ク１４，１５の端面図である。図１０の実施形態で利用可能な寸法の一例を挙げると：１
２０は０．１０３インチ；１２２は典型的には０．００６インチ；および１２４は１．０
０５＋／－０．０３２インチである。多くの実施形態が利用可能である。
【００５３】
　使用時に、バッグが取り外し可能なフードセクション６６を有する場合、使用者は、い
くつかの例では分割ライン６８に沿って取り外し可能なフードセクション６６を引き離す
ことによって取り外し可能なフードセクション６６をバッグＢの残りの部分から取り外す
。当然のことながら上述のように、フードセクション６６の分離は切断；あるいは押抜き
ラインに沿った引き裂きによって；もしくはミシン目に沿った引き裂きによって；実施す
ることもできる。これによりジッパークロージャ１１の部分７０が露出される。
【００５４】
　このとき開放開始ポイントを、取り外し不可能なフードセクション６２内に配置できる
。スライダ１０を含む場合には、スライダ１０は、雄型および雌型トラック１２，１３に
沿って配置されており、雄型および雌型形状部１４，１５の連結解除によって開口４０を
開放するために「開矢印」（図１）の方向において雄型および雌型トラック１２，１３に
沿って移動される。開口４０を閉鎖するためにはスライダ１０はジッパークロージャ１１
に沿って反対方向につまり「閉方向」（図１）の方向に移動させられ、雄型および雌型形
状部１４，１５を相互連結する。スライダ１０は取り外し不可能なフードセクション６２
内を移動させられ、かつ該フードセクション６２内に留められる。取り外し不可能なフー
ドセクション６２が不透明である場合、スライダ１０は視覚的に特に子供の視界から隠さ
れる。スライダ１０を使用しないよう選択した場合、開放開始ポイントは取り外し不可能
なフードセクション６２内に配置されており、かつジッパークロージャ１１が開放される
。
【００５５】
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　スライダ１０を使用するよう選択し、スライダ１０は取り外し不可能なフードセクショ
ン６２内にある場合に開口４０の開放が要求されると、スライダ１０は、多様な手法によ
り、取り外し不可能なフードセクション６２内から引き出される。１つの手法では、スラ
イダ１０は取り外し不可能なフードセクション６２を介して摘ままれて、雄型および雌型
トラック１２，１３に沿って移動させられる。他の手法では、スライダ１０は、使用者の
指でスライダ１０を引掛けて取り外し不可能なフードセクション６２内において利用可能
となる。別の手法では、スライダ１０を利用できるようにするために取り外し不可能なフ
ードセクション６２を一時的に引き剥がすことによって、スライダ１０は取り外し不可能
なフードセクション６２内で利用可能となる。
【００５６】
　上述の説明はこの開示の例示的な原理を示すものである。多くの実施形態にこうした原
理を適用できる。
【符号の説明】
【００５７】
　１０　スライダ
　１１　ジッパークロージャ
　１２　雄型トラック
　１３　雌型トラック
　１４　雌型形状部
　１５　雌型形状部
　１６　フィン
　１７　本体
　１８　分離フィンガ
　２０，２１　側壁
　２２　ショルダ構造
　２３　末端クリップ
　２５　第１のパネル
　２６　第２のパネル
　３２　バッグの底部
　４０　バッグの開口
　６０　フード構造
　６２　取り外し不可能なフードセクション
　６６　取り外し可能なフードセクション
　６８　分割ライン　
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